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概要　γ
一オ リザ ノ ール は以前よ り産婦人科を は じ め

， 各科領域に お い て 自律神経調整を 目的 に 幅広 く使

用 され て い る薬剤で ある が，さ らに最近 の 研究 に お い て は
， 脂質代謝に対する作用が注 月され は じめ て

い る．

　そ こ で 我 々 は 更年期障害患者 を 対象と し て ， 脂質代謝 へ の 影響並び に 臨床効果を検討す る と共 に 近年 ，

各種疾患や 老化 と密接な関係 に ある過酸花脂質を取 り上げ ， その 推移を健常人 と比較検討 した の で そ の

結果を報告す る．

　更年期障害患者40例 に γ
・オ リザノ

ール 1．5g を，（γ
一オ リザ ノ

ー
ル と し て 300mg ） 4 〜 8 週間投与し 下

記 の 結果を 得た ．

　1． 医師の総合判定に お い て ，著効16例 （40％）， 有効14例 （35％）， やや有効 6例 （15％），無効 4 例

（10％）で，
』
改善率90％を示 した．

　2．自覚症状の 改善率は Kupperman法，植 田法に お い て ， そ れ ぞれ 85％ ，
80％ の 改善率を 示 した ．又 ，

血管運動神経障害に対 し （75．9％）， 神経質 に 対 し （77．4％）， 、全身倦怠感 に 対 し （77．8％），関節痛，筋

肉痛に 対 し （75．8％）， 頭痛に 対 し （78．1％）の 改善率を認φた ．．

　3． 血 清総 コ レ ス テ Pt　一ル 220mg ／dl以上，血清 ト リグ リセ ラ イ ド140mg／dl以上 の 症例 に つ い て，そ

れ ぞ れ 有 意 の 低 下 が 認 め られ ，HDL 一コ レ ス テ ロ
ール 値 が 45血 g／dl以下 の 症例 に っ ．い て も有意 の 上 昇が

み られ た．又 ，
Atherogenic　Index に対し て も有意 な改善が 認 め られ た ．

　4． 更年期障害患者は健常人に 比 し血清過酸化脂質が高値を示 し た．又 ， 本薬剤投与 に よ り卑年 期障

害患者 の 血 清過酸化脂質を有意に 改善 した．

　5． 本剤投与期間中， 副作用 は ま つ た く認 め られ な か つ た．又 ， 臨床検 査値 （肝機能 ・血 液） に 対 し，

特記す べ ぎ異常 は 認め られな か つ た ．
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　以上 の 結果 に よ り，γ
一オ リザ ノ

ー
ル は 更年期障害に よ る種 々 の 不定愁訴 の 改善 と共 に 血 清過 酸化脂質

な らび に 脂質代謝 に 対 して 好影響 を与 える薬剤 で ある こ とを確認 した，

Synopsis　Though γ
一〇ryzanol 　has　been　applicated 　 as 　the　autonomic 　agbnt 　in　various 　fields　for　a　few

decades，　recently 　its　efEect　on 　lipid　metabolism 　comes 　to　be　1叫 ch　more 　interested．

　We 　studied 　on 　the　effect　of γ
・Oryzanol　on 　climacteric 　disturもance ，　and 　besides　on 　the　difference　of　lipid

peroxides　level　wich 　has　an 　important 　ahd 　indispensable　connection 　with 　mary 　syndromes 　involving　aging ，

We 　obtained 　the　following　results　from　40　subjects 　with 　climacteric 　disturbance　after 　ad皿 inistration　of

γ
一〇ryzanol 　Fine　Particule  1．5g （γつ ryzanol 　300mg　included）for　4　to　8　weeks ．

　1．　90％ of 　the　cases 　improved　generally；Excellent　16 （40％ ），　 Good　14 （35％ ），　 Effective　6 （15％ ），　 No
change 　4　（10％）．

　2。　Effect　on 　climacteric 　disturbance　was 　judged　by　the　Kupperman 　method 　and 　the　Ueda　method ；

generally　recovered 　85％ ，　80％ each ．

　3．　 Signi丘cantly 　reduced 　total　cholestero1 ，　triglyceride　and 　increased　 HDL ・cholesterol 　were 　noted 　 in
cases 　with 　hyperlipidema（TC ≧ 220mg／dl，　 TG ≧140mg／d1，　 HDL ・chol ，≦ 45mg ／d1）．　 Therefore，　atherogenic
index　 was 　excellently 　recovered ，

　4．　 In　 cases 　with 　 climacteric 　disturbance　lipid　peroxides　level　was 　high，　and 　they　were 　significantly

recovered 　by　administration 　of γ
一〇ryzanoL

　5．　During　this　study ジno 　side 　effects 　have．been　recognized 　qnd皿 o 　particular　change 　in　functional　test　was

found．　Thus ，　we ．con 丘mled 　the　efficacy 　and 　utility　of γ
・Oryzanol　on　many 　complaints 　in　climacteric ．

disturbance　and 　also　on 　lipid　metabolism ．
Key 　words ： γ

一〇ryzano1
・Serum　lipid　peroxides ・Cliπ facteric　disturbahce。Menopausal 　index ・Atherogenic

index

　　　　　　　　　緒　　言

　更年期障害の 成因な らびに動態に つ い て は現在

なお 明 らか で な い 点 が多 い が
，

一
般的に は

， 老化

に よ る内分泌環境の 変化が ， 間脳 下垂体e さ ら に

は視床下部の 自律神経中枢の 機能に 影響を及 ぼ

し ， そ の 為に 種 々 の 不 定愁訴を発現す る もの と考

え られて い る．

　こ の 為，更年期障害り治療に お い て は，ホ ル モ

ン 剤を始め と して ， 各種の 自
・
律神経調整療法が行

わ れ て い る．

　γ
一オ リザ ノ

ー
ル は

，
1953年 ， 土屋，金子 ら

28 》に よ

り，米糠油，米胚芽油か ら抽 出された フ ェ ル ラ酸

の ト リ テ ル ペ ン ア ル b 一
ル め エ ス テ ル を 成 分 ど

し， ト リテ ル ペ ン ァル コ
ー

ノセの 種類及び含量  匕は

ガ ス ク 卩 マ トグ ラ フ ィ
ーの 結果 よ り図 1 に示 す と

お りで ある ．

　本剤の 作用に つ い て は
， 諸家の 報告に よ り動物

実験 に お い て ，マ ウ ス で 性腺刺激作用
s4）及 び成長

促進作 用 13）
，

ラ ッ トに お い て 性 中枢老 化 阻止作

用
1）14）

， 視床下 部 ， 大脳 辺 縁系に お け る カ テ コ
ー

ル

ア ミ ン 様物質 の 増加作用
1＞12）25）脳下垂 体前葉の 好

塩基 性細 胞 の 肥 大増殖
7）
や 下垂体 ホ ル モ ン 分泌 に

及 ぼす影響
351

な どが確認 され て い る．

　そ の 他 として， ビ タ ミ ン E 様作用
3°］，末梢循環

改善作用 9）
！
°〕11 ）

， 血清脂質低下 作用 ， 過酸化脂質低

下作用
1ηな ども確認 され て い る．

　臨床的に は
， 更年期 障害

19）2e ）や 自律神経失調

症
16）

， さら に は無月経や 卵巣機能障害患者
Sl）に 有

効で ある こ とが報告され て い る．また ， 各科領域

に お い て
， 自律神経調整を 目的に広 く使用 ざれて

い るが，．今回，我 々 は γ
一オ リ ザ ノ

ー
ル を用 い

， 婦

人 科領域に お い て 自律神経失調 と関連の 深 い 更年

期障害患者の 各種不定愁訴に 対す る効果並 び に ，

本剤の 脂質代謝へ の 影響を検討し ， さ らに 過酸化

脂質を と りあげ，更年期障害と過酸化脂質 に つ い

て ， 健常者 と比較検討 した結果，興 味あ る知見を

得た の で こ こ に 報告する．

　　　　　 研究対象お よ び研 究方法

　 1．　 研究 対 象

　対象 は
， 愛知医科大学附属病院，大同病院 ， 上

野病院 の 各産婦人科外来を訪れ ， 検査の 結果 ， 器

質的疾患を認め ず ， 各種の 不 定愁訴 を訴え る い わ

ゆ る更年期障害患者40名を対象 と した．

　2． 研究方法

　 1） 投与方法

　γ
一オ リ ザ ノ

ー
ル 細粒 「三 研」は ・1g

’
中 に γ

一オ リ
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図 1 　γ
・Oryzanoiの 構造式
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ザ ノ
ー

ル 200mg を含有す る 白色 〜帯微黄色で ，に

お い がな く， わずか に 甘味を有す る細粒剤で投与

方法 は 1 回 1包（，
一オ リザ ノ 「 ル とし tloemg ）を

1 日 3 回， 4 〜 8』週間単独経 口 投与せ し め た ，

　 2） 検査項 目

　 （a ）　 自覚症状

　 ア ン ケ
ー

ト用紙を患者に 渡 し
， 各症状の 軽重に

応じ て ， 3 ：強度 ， 2 ：、中等度， 1 ；軽度，　，
’
O　

’
・：．

な し と表現 し，患者 に直接記入 させ た ．．　　
’

　 （b）　他覚検査

　脂質代謝へ の 影響 を観察す る た め
，

血 清過酸化

脂質 （s−LPO）を 中心 に血清総 コ レ、ス テ 自 一
ル （s・

TC ），血 清 ト リ グ リセ ラ イ ド（s−TG ）、
’HDL ・コ レ

ス テ ロ ール （HDL −ch ）を・4．週間 ご と に 測定 し ，

atherogenic 　index（A ．1．）を求め た．さ らに 血清

リ ン 脂質 （s・PL），遊離脂肪酸 （FFA ），
コ レ ス テ

ロ ー
ル エ ス テ ル （s・CE ）； β・リ ボ蛋 白 （β・lipo）に

つ い て も測定を行 つ た．

　副作用に つ い て は問診，肝機能 ，

tt一般血液検査

を実施 し
， そ の 推移を観察 した ．

　3）　効果判定　　　　　　　　、　　 ・

　患者 が訴える個 々 の 症状に つ い て ，判定 を行 い

重症度 に お い て 2段 階以上 改善 した もの を 有効

（十 ）， 1段階改善 し た もの をやや 有効（十），、不 変

の もの を無効 （0）， 悪化 した もの を悪化 く一）と

・表 l　 Kupperman お よ び 植田 の 更年期係数

「　 症　 状
rKupperman ・係数

血管運動 神経 障害 4

知 覚異常 2

小 　眠 2

神経質 2

・憂 うつ 1

眩 　
・
串： 1 ．

全身 倦怠 1

関 節 痛
・
筋 肉痛 1

頭　 痛 1

心 悸亢 進 1

蟻走 感 1

数係田植

21111122211

更年期指数＝（重症度 の 最 高点 × 係撫）の 総 和

し た．

　又，表 1 に示す Kupperman 係数ある い は 植田
「

係数と各症状群の 最高点数 （0・3）の 積を求め ，こ

の 積 の 総 和 を も つ て そ の 症 例 の 更 年期 指 数

menopausal 　index （以後 M ．L と省略する） とし

た ．

　さ ら に 投与後 MJ ．を投与前 MJ ．で 除 し た 値を

ML 比 と し，各 症例 に つ い て ，著効 （十 ）：M ，1．

比 ≦ O．2， 有効 （十 ）：0．2く M ．1．比 ≦ 0．5， やや有

効．（±）：0．5＜ M ．1．比≦ 0．8， 無効 （
一
）：0．8〈 M ．

1．比 で 表わ した ．

　医師総合判定 も自覚症状の 改善に 他覚所見を加

N 工工
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味し，著効，有効，やや有効，無効の 4段階で 判

定した ．

　　　　　　　　　 研究成績

　1．　 自覚症状

　更年 期障害 患者40名の γ
・オ リ ザ ノ ール 投薬前

不 定愁訴発生率は表 2 に 示すよ うに
， 何らか の 血

管運動神経障害症状を訴え る者が最 も多 く， そ の

発生率は 95％で あ り， 以下 ， 全身倦怠感90％ ， 関

節痛 ， 筋肉痛82．5％， 頭痛80％の 発生率で あつ た ．

　各症状別の 改善率は表 3に 示 した よ うに ， い ず

れの 症状にお い て も高い 改善率 を示 し ， γ
・オ リザ

ノ ー
ル 投与 に よる症状の 緩解 ， 消失が 認め られた ，

　裹 4 に 示 し た Kupperman 法 に よ る 判定 で は
，

著効 8例，有効 18例，や や有効 8例，無効 6例で ，

やや 有効以上 の 改善率は 85．0％（34／40）であつ た ．

又 ， 植田法に よ る改善率を表 5 に 示 し ， 著効 7例 ，

有効 16例，やや有効 9例，無効 8例，改善率80．0％

（34／40） と い う結果を得た ，

　2． 他覚所見

　a）　血 清過酸化脂質

　　図 2 に 示す よ うに更年期 障害 患者63名の s・

LPO 平均値 は 4．46± 0．31nmol／m1 で ，健常人100

名 の 平 均値2．73± 0．11nmol ／ml に 比 べ 有意 に 高

値 を示 した ．

　又 ， 前述の 健常人 100名を20歳代 ， 30歳代 ， 40歳

図 2　 血 清 過 酸化脂 質 の 変動

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 20才代 （25．o〕

飄 一錨
更年 期 障害 患 者
TOTAL （467 ）

N ；634 ，46 ± 0 ．

　 単位 　 nmo

（　 ）内 は平均 年 令 ，＋ ：p ＜O ．1，
艸庫： ri〈 0 ．OO1 （t

一
検定 ）

リザ ノ
ー

ル 投 与前

1；瀞
’： p＜ Q ．05，　ホ亭：pく0．01，

以上 に 分け ， それぞれの s・LPO 値を比較した と こ

ろ40歳以上 は 20歳代， 30歳代に 比べ
， 有意 に 高値

を示 した ．さらに 更年期障害患者は 同年代 で あ る

40歳以上の 健常人 との 比較に お い て 有意に 高値を

示 した ．

　γ
・オ リザ ノ

ー
ル 投与に よ り更年期障害患者の s・

LPO は 低下 し， 有意な改善が認め られた．

　b） 血清脂質

　表 6 に 示 し た よ うに 全 症例 に つ い て s−TC
，
　 s−

TG
，
　HDL ・ch 値を 測定 し，γ

・オ リザ ノ ール 投与

前，4週後，8週後で 比較 した と こ ろ s・TG に 関し

て 有意な 低下が認め られ た ．又 ， 投与前 vc　s・TC

220mg ／d1 以上 16例 ，
　 s −TG 　140mg ／dl 以上 19例 の

血 清脂質の 高い 患者に 関 し て は 共 に有意な低下が

認め られ ， HDL −ch 　45mg／d1以下 19例の 思者に お

い て は 有意 の 上昇が認め られ た．

　又，AJ ．に つ い て は
， 投与前 3．75に 対 し て 投与

4週後3．12と有意 な改善が認め られた ．

　その 他 s・PL ，
　 FFA ，

　s−CE ， β4ipoな どの 血清脂

質に つ い て も測定を 行つ た が有意な変動を示 さな

か つ た，

　副作用

　投与期間 中， 問診 ， 肝機能 （GOT ，
　 GPT ，

　 A1・P ，

LDH
，
　ALD ），

一般血液検査 （RBC ，
　 WBC ， ．Hb ，

HT ）を実施 した が副作用は
一例 もな か つ た．

　総合判定

　自覚症状 ， 他覚所見の 効果を加味 し た 医師総合

判定は ， 40例 中， 著効16例 （40％），有効14例 （35％），

やや 有効 6例 （16％），無効 4 例 （10％）で ，40例

中36例 （90％）に改善を認め た．

　　　　　　　　　 考 　　案 ・

　更年期障害の 成因に つ い て は，過去い くつ か の

報告が あ る，即 ち ， 卵巣の 老化に よる ホ ル モ ン 失

調 を主体 とす る考 え方，あ る い は 視床下 部 の 老化

に よ る 自律神経失調を主体 とす る考 え方 で ある．

九嶋 15）は 間脳機能の 失調 の
一

つ の 現わ れ が更年期

障害で あ る と述べ て お り， 又 ，市川
6）

， 山 口
33 ）な ど

も本症 の 発生に は
，C．M ．L や Y −G よ り心理的要因

や 自律神経機能異常が深 く関与 し て い る と報告 し

て い る．

　 こ の 様 に 更年期障害 の 発生 に お い て
， 自律神経

「
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表 2 　症状 別 発生 率

症　 　 　 　状
不 定 愁訴 　重 症 度 別例数

発生率
項 目別

発生 率3．強度 2，中 等度 L 軽度 0 ．症 状 な し

血 管運動神経 障害

顔 が熱 くほ て る

汗 を か き易い

腰や 手足 が ひ え る

息切れ が す る

11173 1010157 10996 1910924 52．575
．077
．540

． 

38〆40

（95．0）．

知 覚 障害
手足が しび れ る

手足 の 感覚が に ぶ い

22 75 74 2429 40．027

，520
／40

（50．0）

不　　　 眠
夜ね つ か れ な い

夜 日を さ ま し易い

94
．

811 73 1622 60．045
．026

！40

（65 ．0）

神　経　質
興奮 し 易い

神経 質 で あ る

36 ］512 66 1616 60．060

．0

．31！40

（77 ，5）

ゆ う う つ
つ ま らない こ とに

く よ くよ す る
8 6 8 18 55、022 ／40

（55 ．0）

眩 　 　 　暈 め まい やば きけが あ る 1 9 9 21 47 ．5
．
19／40
（47 ．5）

全 身 倦 怠 疲れ 易い 16 11
．

9 4 90 、036 ／40
（go ，o）

関節痛，筋肉痛
肩 こ り，腰痛，手足 の

節 々 の 痛み が あ る
12 10 11 7 82．533 ／40

（82 ，5）

頭　 　 　痛 頭が 痛い 12 9 11 8 80、032 ／40
（8  ．0）

’

心 悸 亢 進 心臓の ど 弓 きがある 5 10 7　 ． 18 55 ．022 ／40
（55 ．0）

蟻 　 走　感
皮膚を ア リが は う

よ う な 感 じが す る
0 4 2 34 15．0 6／40

（15．0）

表 3　 症 状別 改善率

症 ．　 　 状
不 定愁訴　 重症度の 変化

改 善率
項 目別
改 善率

＋ 有効 ＋ や や 有効 0 無効
一

悪化

血 管運動 神経障害

顔 が熱 くほ て る

汗 をか き 易 い

腰や 手 足が ひ え る
．
息 切れ が す る

87

．124

917128 3663 1023 81 、080
．077

．475
，0

30／38

（78．9）

知 覚 障 害
手 足 が しび れ る

千足 の 感覚が に ぶ い

55 86 30 13 8L310

〔〕．017
／22

（77．3）

不 　 　　眠
夜 ね つ か れ ない

夜 目を さ ま し易い

94 1010 54 12
　　 ．
79．277
．819

／26

（73．1）

神 　経 　 質
興奮 し 易い

神経質 で あ る

97 813 73 03 70．883
，324

／31

（77．4）

ゆ う　う つ
つ ま らな い こ とに

くよ くよ す る
9 8 4 盆 77、317 ／22

（77．3）

眩 　 　 　暈 め まい や は ぎ けが あ る 6 11 2 1 臼9 ．517 ／19
（89．5）

全 身 倦 怠 疲 れ易い 11 17 ・　 6 2 77，828 ／36
（77，8）

関 節痛，筋肉痛
肩 こ り，腰痛，手足 の

節 々
．
の 痛み が あ る

10 15 6 3 ． 75 ，825 ／33
（75．8）

頭 　 　 、痛 頭 が 痛 い 10 15 5 3 78 ．125 ／32
（78．1）

心 悸 亢 進 心 臓 の ど うきが ある 11 7 4 1 81，818 ／22
（81，8）

蟻 　走　 感
皮膚 を ア リが は う

よ うな 感 じが す る
4 2   0 亅．00 ，06 ／6

（100．0）
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表 4　更年期指 数 （Kupperman 指 数）

定判

土
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一

＋

＋
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＋

＋

±

＋

＋

＋
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一

±

±

＋
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±

±
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＋

＋

＋

＋
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＋

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

凡
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お
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。 
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鰓

認

茄

お

6゚65

鴨

醤

里

肝

黝

駻

。゚

5。

盟

。・

鼾

跖

。d
銘

妬

盟

弱

。・

心

F

認

認

別

。・

解

　

　

　

　

　

　

　

　

，　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　．

00

 

0000000000100GOOOOOOOOO100

甑

似
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似

甑

L

似

L

似

似

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

己

数指
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1714129092001010

．
8881620216221720170129017130U6812

 

17525143509

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

時始開与投

32331327915416173524223515312814243034301724

．
4118367729133626164129193729B33

齢年

糾

娼

磁

凋、
5。

訂

詔

σ

錦

蛉

誚

認

菊

狙

野

菊

鱒

認

覗

51

弱

妬

5。

如

盟

弱

495

。

妬

σ

饂

狙

面

弱

弱

如

衂

弱

馴

野

　

　

　

　

「−

ON

12345678910

．
1112131415

硲

π

B19202122232425262728293031323334353637383940

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （投与 後指 数合計 ）
　 　 　 　 　 MJ ．比＝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （投与 前指 数合 計 ）

著効 ．（
一一） M ・L壽0 ・20，有効 （＋ ） 0 ・2Q 〈 M ・エ≦ O ・50

や や 有効 （± ）D，50＜ M ．1≦ 0 ．80，無効 （
一
）M ，1．＞ 0 ．80

表 5　 更年 期 指 数 （植 田 法 ）

No ．

1234567890

ユ

2345678901234567890123456789

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1111111

ー

ユ

ー

222

．
222222233333333334

年齢

44484449505153473849505246424746465241514646504052554950464762415546494049465147

匕

目ヂ 数

投与 開始時

25301325109365B33211433122926111529312515223715337725n

投与 終 r時

M ．L比 　 　判定

機能が大 ぎく関与 し て い る こ と は 事実で あ り， 更

年期障窖 の 治療に お い て ， 自律神経機能の 改善 を

ほか る こ とは 意蔑深い こ と と考 え る．

　γ
・オ リザ ノ ール は

， 自律神経中枢で あ る視床下

1314

膿

609180710647181822316162016099Q18nO76

0 ．52　　 　 ±

0、47　　 　 十

〇．92　　 　
−−

O．24　　 　 十

〇．00　　　十

1，00　　 　 −

0．50　　　 十

〇．00　　 　 十

〇．54　　 　±

0．30　　　 十

〇．29　　　十

〇．29　 　 　 十

〇．21　　 十

1．50　 　 　
一

  ．62　　 ±

0 ．85　 　 　 −

O，27　　 十

1．  7　 　 　
−

0 ．55　　　±

0，65　　　±

O ．64　　　±

  ，0  　　　朴

0．41　　　 十

〇．22　　 　 †

O．OO　　　昇

0．55　　　 ±

1．57　　 　
−

0，00 ．　 　 什

0．28　　　十

〇，55　　　±

30 7 0 ，23 十

21 11 O ，52 ±

15 o O．00 井

39 18 O．46 十

28 7 O ，25 十

16 24 1．50 　

32 12 0．38 十

27 30 1．ll 一

12 o   ，qo 十

33 9  ．27 十
一

　　　　　MI ・比 一一繼考欝響鏤暮事i一
著 効 （什 ） M ．1．≦ O．20，有 効 （十 ） 0．20＜M ．1≦ 0．50
や や 有効 （± ）0 ．50＜ MI 、≦ 0 ．80，無効 （

一
）M ．1，＞0 ．80

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

部
’
に移行 し

2）18）24），そ
．
の 機能異常を改善す る薬剤 で

あ り， 又 ， 動物実験に お い て ，視床下 部の 老化の

抑制が確認 されて い る こ とか ら
14），更年期障害の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
治療 に 有用 な薬剤 と考 える．　　　　　　　　　　　 ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe 　l
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表 6、血 清脂 質値の 変動

s−TC （ALL ）

ffTC ≧ 220　mg ／dl

s
−TG （ALL ）

s−TG ≧ ユ40　mg ！dl

HDL −ch （ALL ）

HDL ・ch ≦45　mg ／dl

atherogenic 　index

s・PL （ALL ）

FFA （ALL ）

s・CE （ALL ）

s−CE ／s・TC

研lipo（ALL ）

’
P ＜   ．0ら，” P 〈 0，01，＊ 料 P 〈 0． 01 （t・検 定 ）

投与開始時 4　 週　 後 8　週 　後

N M ± S．E． K M ±S．E． N M ± SE ．

40212 ．8± 6．530210 ．7± 5 ，812213 、6± 8．8
16253 ．6土6．814228 ，6土 6 ．1‡料 5230 ．4± 15．8零

39162 ．3± 13、530148 ，5± 13．7料 12 ］39 ．3± 20．2＊串

19226 ．4± 17．5　 117178 ．5士 19，7串 穿 7161 ．4± 29，6キ

3849 ．8坐 2．3　 「2954 、6± 2 ．51051 、8± 2 ．6
1938 ．1± 1．01347 ．9± 3 ，7宰半 549 ．4±4 ．3
383 ．57± 0．22293 ，12±0 ．22 料 103 「．30±D ．32
40219 ．9± 5．8301221 ．6土5．512 ・ 224．4± 7 ，5
390 ，419 ± 0．038280 ．384± O ．046120 ．304 ± 0 ．  42

138157 ．3± 6．429158 ．1士5．112161 ．3± 8 ．7
F38 σ．741± 0．013290 ．758±01013110 ，758 士0 ，029

24544 ．1± 33．722505 ．2± 38．610 　i484 ．7± 59 ．1

　事実 ， 我 々 の 成績 に お い て も γ
一オ リ ザ ノ

ー
ル

は，各種不定愁訴に対し高い 改善率を示 した．特

に 今回 ， 我 々 は
， 更年期症状の 軽重や その 治療成

績を検討す る に 当つ て 一応 の 判定基準とな
・
り， し

か も数値 で 表現 す る こ と が 出来 る Kupperman

法3S）
を用い ， γ

一オ リザ ノ
ー

ル の 効果を判定 し た ．こ

れは 周知 の 如 く ， そ れ ぞれ の 項 目に係数を も うけ ，

愁訴 の 中，頻度 の 高 い もの や ， 患者が治療を希望

す る頻度の 高い 症状に 対 し て 大 きなウ ェ イ トを つ

け ， そ の 総和の 比較に よ り治療効果を判定す る方

法で ある； 更に ， 日本人 の 愁訴 の ウ ェ イ トを考慮

した 植田法
29）に よ つ て も効果め判定を行 つ た．

そ の結果 ， γ
一オ ザ ノ ー

・レt：，
KUPP ・・man 法 に

お い て 85％ ， 植田法に お い て 80％ とい ずれ も高い

改善率を示 し 売 ．
’

　又，個 々 め症状の 改善にお い て も， 愁訴の頻度

の 高か つ た ， 汗 をか き易い
，

’
腰や手足が ひえ る ，

疲れ 易い
， 関節痛 ， 筋肉痛，

’．
頭痛な どに 対 し ，

い

ずれ も高 い 改善率を示 した．

　次に ， 我 々 は s−LPO の 変動に よつ て様 々 な角度

か ら検討を試 みた ．

　今 日 ，
こ の s・LPO に つ い て は∴臨床的意義 と し

て ，老化の原 因
4 ’）

， 発癌 との 関連 3）

， 動脈硬化 の 成

因
4 ）37）39）

， 未熟児網膜症321
， 薬物 の 副作用発 生機

構 221
な どと の 関連に お い で 論 じ られ て ・u　・・　6．が ， 婦

人科領域に お い て
， そ の 推移を報告した例 は皆無

に等 し く， 更年期障害患者に つい て ，健常人 と比

較す る こ とに よ り検討した，

　健常人 との 比較 に お い て ぼ
， 更年期障害患者 63

例 （平均46．7歳 ）の s・LPO は 4．46±0．31nmol／ml

に対 して ， 健常人 100人 （平均 36．8歳）の s−LPO は

2．73± 0．11nmol／ml と更年期障害群 に お い て 有

意（p 〈 O．OOI）に高値を示 し て い た．又 ，　 s−LPO に

つ い て は 年齢 と共 に上昇す る と い われ て お り， 健

常人 100人 を年齢 別に 検討 し た 所 ，
20歳台 （平均

25．0歳）2．56± O．20nmel／ml ，30歳台 （平均 34．3

歳）2，43±0．17nmol／ml ，40歳以上 （平均 46．4歳）

3．10± 0．20nmoユ／ml で ， 更年期の年齢で ある 40歳

以上 と比 較 し て も1

・
更年期障害群は 有意 （p 〈

0．001）に高値を示 し て い た．

　 こ の こ とは ， s−LPO が更年期障害の 発生，進展

に 何 らか の影響を及 ぼ し て い る も の と考え る。

　更年期 障害患 者 q）　s・LPO に 対 す る γ
一オ リ ザ

ノ
ー

ル の 効果 は，投与前 4，97± 0．47nmol ／ml に 比

べ 4 週後で 3．41± 0．19nmol／ml と有意 （p〈 0．01）

に 低下が 認め られた ．

　γ
・オ リ ザ ノ ール の s・LPO へ の 影響に つ い て は

動物実験で 高脂皿症 ラ ッ トに 対 し て そ の 低 下作

用
17 ）・を ， 又 ， Yagi　et　aL40 ）は， γ

・オ リ ザ ノ 〒ル の

低下作用を 明 らか に す る と共 に
， そ の 作用 は ラ ェ

ル ラ酸 の 作用 に 基づ い て い る こ とを報 告 し て い

る．

　さ ら に 今回 の 治験 で
， 更年期障害の 身体的 な変

化 の 重要 な も の で ある脂質代謝異常へ の影響 に つ
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250 更年期障害 に 対 す る γ
・／リザ ノ ール の 臨床効果 日産婦誌34巻 2 号

い て も検討した．

　従来 ， 更年期障害と高脂血 症に つ い て は
， 性 ホ

ル モ ン との 関連 か ら報告されて い る．

　更年期をは さん で ，それ以前にお い て は
， 女性

は 男性 よ りs−TC ，
　 LDL ・ch が低 く，

HDL ・ch が高

い ．し か し更年期をす ぎる と箸明 に s・TC の 上昇

を きた し ， 男性 よ りも高 くな り，若年者の 卵巣を

摘出し た の と同様 の 病態がみ られ る こ とよ り，

エ

ス ト 卩 ジ ェ ソ の cholesterol に対す る作用が推測

され て きた ．事実 ， 武 内ら
27）は

，

エ ス ト ロ ジ ェ ソ 投

与 に よ り cholesterol を 低 下 さ せ LDL ・ch の 低

下 ，
HDL −ch の 上昇を報告し て い る．

　し か し，近年 に お い て は 全 く逆 の 報告もあ り
，

一
定 の 見解は得 られ て い ない ．とい うの も，最近

の報告で は ，
こ の エ ス ト 卩 ジ ェ ン に お い て は ， 血

中脂質を著明に 増加する とい わ れ ， victor 　et　a1．44）

は エ ス ト ロ ジ ェ ン と プ ロ ゲ ス テ ロ ン を含む経 口 避

妊薬服用中の 症例 に お い て ，

「
s・TC ，

　s−TG の 増加を

報告 し，村勢
21）は，性ホ ル モ ン と脂質代謝 に つ い

て ，
エ ス ト v ジ ェン は ， 高 triglyceride血症 の ある

患者 に投与する と これ を悪化させ ， ときに 高度の

高脂血症を も誘発 させ る危険がある の で ， 経 口避

妊薬 を使 う場 合や ， 更年期障害患者 は エ ス ト ロ

ジ ェ ソ 製剤を投与する際に は あらか じ め 血清脂質

を チ ェ ッ クする必 要が ある と報告 して い る．

　現在 ， 更年期障害に お い て は ホ ル モ ン 剤が中心

にそ の 治療 が されて お り，上 記の 報告か ら今後 ，

脂質代謝 へ の 考慮も行 うこ とが必要 と考える ．

　 γ
・オ リ ザ ノ

ー
ル の 脂質代謝 へ の 影響 に つ い て

は，葛谷 ら
17）

に よ り， 実験的高脂血症 ラ ッ トに対し

て s−TC の低下が，又臨床的に は
， 平松 ら5）

， 岩崎

ら
S）

， 斎藤ら
26〕に よ り確認 されて い る．

　 そ の 機序と して は
， 吸収抑制作用

42）45 ｝
， 醋酸か ら

メ f ：　P ン 酸 へ の 合成 過程 の 抑制 2S ）

，
フ ェ ル ラ酸 の

利胆作用
36 ）43 〕

な どが確認 され て い る．

　 今回，我 々 は ， 更年期障害患者 の 脂質検査 を行

つ た 結果，40例中，s−TC 　16例 ，
　s・TG 　19例 ，

　 HDL

ch 　19例 の 脂質代謝異常が み られ，40例中32例 に い

ずれか の 脂質代謝異常がみ られた ． これ らの 脂質

に 対 して ， γ
一オ リザ ノ ール が ， 4週後に お い て

，

い ずれ も有意に 改善 した こ とは ，s・LPO へ の 影響

や 自覚症状の 改善と もあわせ て 更年期障害の
一

助

とし て 意義ある もの と考える．

　稿 を終わ るに あた り，御指導御校閲を賜 つ た 名古屋大学

医学部第1生化学教室八 木国夫 教授 に 深甚な る 謝辞を 捧 げ

ます，又，血清過 酸化脂質の 測定に つ い て 御指導を 頂い た

同 教室大石 誠子 先生に 謹ん で 御礼申 し上 げ ます．さ ら｝ご本

研究 に 当 り，γ
一オ リザ ノ ール の 提 供 に 協力頂 い た 株式会社

三 和化学研究所に 感謝い た し ます．

　本 論 文の 要旨は 第 8回 ア ジ ア，オ セ ア ＝ア産婦人科学会 ，

1981年10月，メ ル ボル ン で 発表 した．
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